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１０月１５日投開票の仙北市長選挙で、市民の皆様からご負託を

いただき、三度市長職を拝命した門脇光浩です。選挙にあたり、こ

れまでの２期８年を踏まえ、成果と反省を率直に市民にお伝えし、

また、私が思う仙北市の歩むべき今後の姿を、小さな集会を重ねな

がら市内各地で訴えることができました。

選挙戦となってからの一週間も、特に市民との対話を心がけ遊説

をさせていただきました。行く先々で多くの皆様からご意見をいた

だき、市民生活の現状を確認できたことは大変に有り難い体験でし

た。市役所がもっと市民に寄り添う存在だったらと、悔しさが込み

上げるお話し、大雨被害の地域では多くのご指摘を頂戴しました。

８年前は明かりが灯っていた民家に人の気配が感じられなかった

り、既に崩壊しかけた住宅、荒れ果てた田畑などなど、多くの課題

を目の当たりにしました。一方で、中学生だった子どもが店先から

元気に手を振ってくれたり、クラブ活動でグラウンドにいる生徒か

ら声援をいただいたり、赤ちゃんを抱いた若いお母さんや走り寄っ

てきたお婆ちゃんから楽しいお話しをいただいたり、明るい未来を

予感させる場面に何度も遭遇することができました。

市民の皆様の様々な思いを受け止め、向こう４年間、お示しした

公約の達成に向け、最大努力を傾注する覚悟です。また、これまで

に抱えた課題や手がけた仕事に答えを出し、人を育て、まちを育て

たいと強く思っています。議会の皆様、市民の皆様とさらに情報を

共有し、一層のご指導とご協力をどうかよろしくお願いします。

平成２９年第４回仙北市議会定例会の開会にあたり、主要事項

についてご報告します。

はじめに、平成２９年秋の叙勲受章者並びに高齢者叙勲の受章者

についてです。

秋の叙勲では、元西木村消防団分団長の藺藤幸雄（いとうゆきお）

さん、元仙北市消防団分団長の小林勝一（こばやしかついち）さん

が、それぞれ消防功労により瑞宝単光章を受章されました。
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また、危険業務従事者叙勲として、元大曲仙北広域市町村圏組合

消防司令長の浅利民芳（あさりたみよし）さんが、消防功労により

瑞宝双光章を受章されました。

高齢者叙勲では、元西木村議会議員の門脇鋼成（かどわきこうせ

い）さんが、地方自治功労で旭日単光章を受章されました。

この度の受章は、永年にわたる職務の精励や功績・功労が認めら

れたものです。市民の皆様と共にご労苦に感謝し、心からお祝いを

申し上げます。

次に、補正予算専決処分、一般会計補正予算（第５号）につい

てです。

９月２８日の衆議院解散に伴い１０月１０日の公示、１０月２２

日に投開票の衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に係

る補正予算を、９月２８日付けで専決処分しました。解散から公示

及び選挙までの期間が非常に短かかったため、早急に当該選挙事務

を執行できるよう必要な経費を計上したものです。

補正額は２，１５４万９千円で、補正後の額は１９６億２９万４

千円です。

次に、一般会計補正予算（第６号）についてです。

補正額は２億７，０２２万９千円の追加で、補正後の額は１９８

億７，０５２万３千円となります。主な事業は、情報通信施設管理

運営費、(株)アロマ田沢湖無利子貸付金、特別障害者手当等支給費、

仙北市湯ったり生き活き温泉入浴事業費、一般児童福祉総務費、認

可保育園等管理費、秋田県信用保証協会保証料補給金、駅前広場施

設管理運営費、自然ふれあい温泉館維持管理費、急傾斜危険区域工

事費負担金、生徒派遣費補助金、林業施設災害復旧事業費、現年補

助災害復旧事業費などです。

次に平成３０年度の財政見通しについてです。

総務省の平成３０年度概算要求では、一般財源の総額について、
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平成２９年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準

を確保するとしていますが、地方交付税が前年度の国の当初予算額

と比べ２．５パーセント減になっているなど、地方財政計画が示さ

れるまでは楽観視できない状況です。

市では、歳入面で一般会計予算の約５０％を占める地方交付税が

平成２８年度から段階的に合併算定替による増分の縮減が開始され

ているため、引き続き厳しい財政運営となることが予想されます。

歳出でも計画的な地方債の発行による公債費で一定の縮減を見込め

ますが、物件費、社会保障費及び繰出金は増加することが見込まれ

ます。

平成３０年度当初予算では、第２次仙北市総合計画や仙北市総合

戦略の３年目として、基本目標達成に向けた具体的な施策に重点配

分し、総合的かつ計画的なまちづくりを「チーム仙北」で取り組み

ながら、在るべき将来像の実現を目指します。予算編成に当たって

は、歳入では市税等各種収入金の徹底した収納率向上に努め、自主

財源の更なる確保、実施事業に対するあらゆる財源の洗い出しと調

達に全力を尽くします。歳出では既定的な認識のある事務事業につ

いても徹底検証と切り込みを行い、真に必要な施策と事業を選り抜

きます。同時に災害を繰り返さないまちづくり、地元産業の育成強

化及び地域公共交通の確保等々、抱えた課題、手がけた仕事に結果

を出し、将来に渡り仙北市が持続発展できる下地づくり、まちづく

りに最大限の努力を払い、絶えず改善に挑戦する姿をしっかりとお

示ししたいと考えています。

それでは、各部局等の主要事項並びに諸般の状況について報告

します。

【総務部】

◇総合教育会議の開催について

１１月９日に総合教育会議を開催し、学校適正配置と総合体育館

の建設について協議をしました。
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学校適正配置については、学校適正配置の検討に関する基本方針

の基準では、検討対象校は２校となります。しかし、更に議論を深

める必要があると判断し、引き続き教育委員会、総合教育会議の場

で協議することとしました。

また、総合体育館の建設については、今年度完成予定の基本計画

を踏まえ、建設財源や管理運営方法等に関する情報収集を行うとと

もに、建設検討委員会等で総合的観点から検討を加え、その結果を

基に教育委員会、総合教育会議で協議していくことにしました。

◇北都銀行田沢湖支店の改築計画について

北都銀行田沢湖支店は、建築後５０年が経過し老朽化が進行して

いることから、新築を検討しているとの報告を受けていましたが、

このほど商工会田沢湖支所がある市有地を建築候補地としたい旨の

協議があり、現在の銀行所有地と市有地の交換ができないか要望書

が出されています。

今後、商工会との協議も含め北都銀行から具体的な計画を提示し

ていただき、検討を進めることにしています。

 

◇来年度に向けての組織再編等について

平成２８年度の決算審査において、議会の皆様から未収金対策に

ついてたくさんの厳しい意見をいただきました。市税はもちろんの

こと各種の使用料等の滞納額の増加は、財政運営に大きな影響を及

ぼしているものと認識しています。

このため来年度においては、これまでの収納対策室を強化し、新

たに収納推進課（仮称）を設置することとし、専任の職員と嘱託の

特別徴収員を配置し、未収金対策に全力を挙げて取り組むことにし

ます。

また、総合産業研究所については農林部に統合し、農林部を農業

振興課（仮称）、農林整備課（仮称）、農山村体験デザイン室の２

課１室に再編します。

なお、保育園及び介護老人保健施設にしき園については、民営化
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に向けての課題の洗い出し作業を進めていて、本年度中に今後の方

針を取りまとめることにしています。

◇田沢湖クニマス未来館建築実施設計図書作成業務に係る和解金請

求訴訟について

１１月１６日、秋田地方裁判所大曲支部において、田沢湖クニマ

ス未来館建築実施設計図書作成業務に係る和解金請求事件（事件番

号 平成２９年（ワ）第２４号）の第１回口頭弁論が行われ、市職

員３人が傍聴してきました。

口頭弁論では、被告の（株）渡辺佐文建築設計事務所の代理人弁

護士が欠席したため、第２回口頭弁論の日時の確認のみが行われま

した。次回は１２月２２日午後３時から開かれます。

また、現在、原告、被告ともに答弁書の提出が進められており、

次回の口頭弁論で事案概要の整理が行われることになっています。

◇クニマスのへい死について

田沢湖クニマス未来館で飼育しているクニマスが１０月１９日に

１尾、１１月２日に１尾へい死（動物・魚類等の突然死）しました。

１０月にへい死したクニマスは、メスで９月末に婚姻色が現れた

ことから、注意深く飼育・観察していましたが、残念な結果となり

ました。２尾目のクニマスは、魚体も大きく、餌もよく食べていま

したが、突然このような結果となりました。

原因について、水温、水質、寄生虫の有無、外傷等を県の担当者

が調査しましたが、特に異常は見つかりませんでした。へい死の原

因は明確ではありませんが、成熟の進行に伴う衰弱によるものと推

察しています。なお、へい死魚は県を通じ山梨県に返却しました。

田沢湖クニマス未来館へのクニマスの補充については、現在、県と

協議中です。

◇日本ペンクラブ環境委員会の協力によるイベントについて

１０月２９日、田沢湖クニマス未来館を会場に、日本ペンクラブ
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環境委員会のご協力をいただき、「クニマスにかける夢～自然保護

と開発～」と題した公開討論会を開催しました。

はじめに女優の三咲順子（みさきじゅんこ）さんが「辰子姫とク

ニマス」という朗読劇を披露し、その後は西木正明（にしきまさあ

き）さんをコーディネーターとし、環境委員会から４人、田沢湖再

生検討会から３人のほか、私と館長がパネリストとして参加しまし

た。

討論会は、田沢湖の現状や再生について話し合いが行われ、「田

沢湖やその周辺の環境を、少しでも良くしながら未来に引き継いで

行くことが今を生きる我々の責務ではないか」との意見があり、発

信力の強い方々の協力をいただきながら、田沢湖の環境整備を推進

する活動を継続したいと考えています。

◇三市連携交流提携１０周年記念式典について

１１月１１日、茨城県常陸太田市で、「常陸太田市・秋田市・仙

北市３市連携交流提携１０周年記念式典」が開催されました。

参加者は、観光協会・商工会の代表者、一般参加の皆様、市議会

からは議長、総務文教常任委員長に出席いただき、市からは私や幹

部職員等が出席しました。

式典では、「三市連携１０年の節目にあたり、これまで以上に三

市市民の友好関係や市勢を発展させることを確認し宣言する」とい

う内容の宣言書に、各市の市長、議長が調印しました。今後はこの

連携宣言のもとで、３市の発展に資する交流事業等の取り組みが加

速すると考えています。

◇民間事業者による自動運転の共同実証実験について

９月１９日、ＡＺＡＰＡ (アザパ)株式会社(愛知県)と株式会社リ

コー(東京都 )が、市内で自動運転の共同実証実験を開始しました。

株式会社わらび座の森林工芸館の駐車場を中心に、付近の公道も

含め行われたレベル３の自動運転実証実験は、リコーのカメラやセ

ンサー技術とＡＺＡＰＡ（アザパ）の自動運転制御技術のコラボレ
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ーションによるものです。公道走行の技術的な課題解決や雪国での

実用化、交通インフラ環境との協調性、法整備など実運用に向けた

課題抽出を行いました。この共同実証実験は今月で一段落しました。

◇「ふるさと彩発見 さきがけin仙北」及び日本陸水学会について

９月３０日と１０月１日の両日、田沢湖クニマス未来館や思い出

の潟分校を主会場に、「ふるさと彩発見 さきがけ in仙北」を開催

しました。秋田魁新報社との共催事業です。

仙北活性化中学生選手権、山の分校コンサート、日本陸水学会田

沢湖大会など多彩な事業を開催し、２日間で約１，３００人のお客

様をお迎えすることができました。ご協力いただいた皆様には、心

より感謝を申し上げます。

◇ふるさとテレワークと広報勉強会について

インフォテリア株式会社(東京都 )の「ふるさとテレワーク」とし

て、リモートワーク実証実験が９月から３回行われました。市内の

農家民宿などを活用し、仙北市の豊かな自然や文化資源を堪能しな

がら、新たな「働き方改革」の可能性を実証する目的でした。

また、１１月１０日には、同社広報担当室長による「露出戦略か

ら逆算した話題作り」～地元の話題を全国に配信する極意とは～と

題し、社会の関心と旬の話題に注目した斬新な広告宣伝のアイデア

やメディアに情報を売り込む手法など、興味深い講演をいただきま

した。こちらには地元中小企業や観光事業者から７０人の参加をい

ただくことができました。

◇地方創生推進交付金事業について

「人と事業が集まり育つ未来創生事業」では、現在、ドローンに

よる空撮映像コンテストの作品を募集しています。募集期間は１１

月６日から１月７日までで、海外からも作品の募集を行い、当コン

テストを通じてドローン技術の可能性と仙北市の魅力を発信し、幅

広いドローンの活用を目指しています。



- 8 -

また、１２月には事業創造研修会を開催し、「近未来技術の活用

によるビジネス創出」、及び「地域資源の活用によるツーリズム等

の開発」で、新たな産業づくりを目指した起業と事業化支援を行い

ます。

もう一つの事業の「温泉×健康によるヘルスケア推進事業」では、

湯治文化を再創造するための温泉入浴促進の動画撮影や、玉川温泉

岩盤浴地の冬期利用再開の可能性、市内で実施されている農業体験、

観劇、食事、ウォーキングなど健康増進プログラムの掘り起こし、

また、ニーズや需要拡大などの各種調査を始めています。この取組

みは、９月１９日に開催した次世代ヘルスケア産業推進協議会で報

告を行い、温泉などの地域資源を活用した市民の健康増進と健康寿

命の延伸、市独自のヘルスケア産業の創出の推進など意見交換と情

報提供を行いました。同協議会は、経済産業省の地域版ヘルスケア

産業協議会として位置付けられています。

今後は、ワーキンググループと連携しながら、保健・介護・福祉

等の現状から地域の課題を共有、また、市民の健康とヘルスケア産

業の将来のあるべき姿を検討します。

◇仙北市交通安全市民大会及び交通安全フェアについて

９月２日、角館交流センターを会場に、平成２９年度仙北市交通

安全市民大会を開催しました。交通安全功労者表彰では、長年交通

安全にご尽力いただいた個人４人と１団体の表彰を行いました。

また、「飲酒運転撲滅・無謀運転追放・交通弱者への配慮・交通

教育」の４つを大会宣言とし、参加者一同気持ちも新たに、今後も

仙北市交通事故撲滅運動を推進していくことを誓い合いました。

９月３０日には、タカヤナギワンダーモール駐車場を会場に、Ｊ

ＡＦ（日本自動車連盟）と仙北警察署のご協力をいただき、交通安

全フェアを開催しました。

◇秋田駒ヶ岳の火山性地震について

９月１４日、秋田駒ヶ岳の男女岳北西約１ km付近を震源とする火
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山性地震が頻発し、同日１６時までに２２５回を観測しました。９

月１６日には秋田県総合防災課が「秋田駒ヶ岳火山防災協議会」の

コアグループ会議を田沢湖総合開発センターで開催し、秋田駒ヶ岳

の火山活動状況の報告と今後の対応について協議を行っています。

出席者からは、１日のうちに地震が多発していることから噴火レベ

ルの見直しについても意見が出されました。しかし、地震以外に噴

火の兆候が見られないこと、その後の地震が沈静化していることな

どから、今後１ヶ月間状況を見守ることとなりました。

また、入山者への注意喚起として、秋田駒ヶ岳は「噴火レベル１」

が継続中であること、また、今後の火山情報に注意し異常を感じた

ら避難する旨の看板を、雫石町と連携し各登山口に設置しています。

その後、観測データに特段の変化はなく、火山活動が活発化する

様子が認められないことから、連続して出されていた臨時解説情報

は１ヶ月で終了しています。

◇台風第１８号及び台風第２１号接近に伴う対応について

９月１８日、台風第１８号の接近に伴い、午前７時３０分に仙北

市に大雨警報（土砂災害）が発令されたことから、消防団の全分団

に担当地域の巡回、警報広報を指示しました。その後、大雨注意報

に切り替わりましたが、倒木による通行止めが市内各地で発生し、

迅速に復旧活動に努めました。

１０月２３日、台風第２１号の対応では、市内の空き家の屋根の

トタンが剥がれる被害のほか、西木町上桧木内字西下戸沢地内の国

道１０５号で強風による倒木事案が発生し、全面通行止めとなりま

した。同日午後２時には、倒木の一部除去により片側交互通行を開

始し、夕方には全面復旧に至っています。

◇熊による人身被害について

１０月２８日、角館町雲然地内の山中で、市民が熊に襲われる被

害が発生しました。被害に遭った方は、キノコ採りで入山した角館

町雲然の男性７１歳です。体を数カ所咬まれましたが、命に別条は
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ありませんでした。

◇秋田内陸縦貫鉄道の列車接触事故について

１０月３１日、西木町桧木内字松葉地内の秋田内陸縦貫鉄道線路

上で、阿仁方面に向かう列車が、線路上にいた西木町桧木内松葉の

男性８３歳と接触し、男性が死亡する事故が発生しました。心より

ご冥福をお祈りします。

◇固定資産税納付書誤発送事故について

１０月２３日、市民お一方の固定資産税納付書を誤送付する作業

ミスが発生しました。封筒には納付書のほか、宛名を記載した文書

や納付書を送付する旨を記載した文書を同封していました。納付書

には税額等、個人情報の記載があり、外部に流出しないよう十二分

に注意を払って事務を進めてきた中での事案発生です。大変申し訳

のないことをしました。深くお詫びを申し上げます。

二度と同様の事案が起きないよう、細心の注意を払うことはもち

ろん、チェック体制の強化や事務処理の見直しを行います。

【市民福祉部】

◇ねんりんピック秋田２０１７「ウォークラリー交流大会」につい

て

１１月２２日、ねんりんピック秋田２０１７「ウォークラリー交

流大会」運営委員会並びに実行委員会を開催し、大会の報告事項及

び会の解散等についてご承認をいただきました。関係者、関係機関

の皆様から多大なるご協力をいただき深く感謝を申し上げます。

◇子育て世代包括支援センターへの移行準備について

８月１日に開設した仙北市版ネウボラ「なないろ」は、県との協

議が整い、法定化される子育て世代包括支援センターへの移行準備

に着手することになりました。

準備期間では、相談拠点となる和室の環境整備をはじめ、妊産婦
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の状況を把握するためのシステム改修を行う一方、保健指導に関す

る必要備品等を配備し、よりきめ細やかな相談に対応可能な専任ス

タッフの育成を目指します。

なお、施設改修等に係る経費の所要額を補正予算に計上していま

す。ご審議をよろしくお願いします。

【観光商工部】

◇抱返り紅葉祭について

１０月１０日から１１月１０日まで、抱返り紅葉祭が開催されま

した。期間中は秋田空港発着の台湾からのチャーター便などインバ

ウンド効果もあり、台湾からのお客様が多く見られました。角館駅

から抱返り渓谷までの無料バスの利用者は、昨年と比べ約４００人

増の約４千人で、多くの外国人観光客にも利用をいただきました。

今年の紅葉祭は、期間中の天候不順で１０月の観光客数が減少し

ましたが、１１月に入ってからのバスツアーのお客様も多く、昨年

と比べ１千人増の６万７千人となりました。

なお、要望があった神社側の遊歩道改修については、県自然保護

課が１２月中に工事発注し、来年４月末の完成と伺っています。

◇観光協会合併契約調印式について

１１月１５日、田沢湖総合開発センターを会場に、田沢湖・角館

観光連盟と市内３観光協会の合併契約調印式が行われました。来年

４月１日からは、一般社団法人田沢湖・角館観光協会として新たに

スタートします。合併後の事務所は秋田内陸線角館駅に隣接する「ス

タシオン」を予定し、来年３月末までに連盟と各観光協会が臨時総

会を開き、合併承認を経て新体制に移行します。念願だった観光協

会の合併がやっと叶います。今後は同協会と緊密に連携し、観光施

策の強化やブランド構築などを加速します。

◇第４５回角館町樺細工伝統工芸展の開催について

１０月１９日から２５日まで、樺細工伝承館を会場に第４５回角
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館町樺細工伝統工芸展が開催されました。同工芸展は、伝統と技術

の研鑽による作品を一堂に展示し、その評価と一層の振興を目指す

ために毎年実施しているものです。

今回の工芸展は「蕾（つぼみ）」がテーマで、伝統的工芸品の部

に２４点、一般品の部に４２点の計６６作品が出展されました。私

も審査員の一人ですが、工芸展に先立って行われた審査では、１６

点の入賞作品が選出され、伝統的工芸品の部の最高賞、秋田県知事

賞には、鈴木保（すずきたもつ）さんの作品「茶筒」が輝きました。

工芸展では、職人こだわりの作品など約３５０点が展示・即売さ

れ、伝統的な技法やデザイン性の高い作品を一目見ようと、期間中

約３，２００人に来館いただきました。

◇現代の名工の表彰について

１１月６日、厚生労働省が主催する「平成２９年度 卓越した技

能者 (現代の名工)」の表彰式が東京都内のホテルで行われ、角館在

住の福井正人（ふくいまさと）さんが「第１３部門 木材製品処理

工」で表彰されました。

福井さんは、伝統工芸樺細工の製作者として技能の研鑽に励み、

「型物」では、伝統的製法を継承している唯一の職人です。また、

師事した若手職人が今年は伝統工芸士に認定されるなど、後進の指

導育成、及び技能伝承に大いに貢献しているとして技能功績が称え

られました。

福井さんは、仙北市の伝統産業を支えていく上で大きな力になる

方です。今後もより一層のご活躍を期待しています。

◇「山の楽市」開催について

１１月２日から４日までの３日間、横浜市の相模鉄道三ツ境駅に

隣接する商業施設・三ツ境ライフで、仙北市の観光と物産展「山の

楽市」が開催されました。

仙北市として１３回目の開催となった今回は、前年と同じ１５事

業者が出展し、首都圏在住のふるさとサポーターの皆様のご協力も
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いただきながら、新米のあきたこまちをはじめ、直送した仙北市の

秋の味覚の数々を販売できました。前年度と肩を並べる売上額も確

保できました。

また、開催中は秋田おばこやナマハゲに扮した職員らが、駅改札

前で仙北市の観光と物産を大いにアピールし、お客様から大好評を

いただくことができました。相模鉄道株式会社をはじめ、グループ

各社の格別なご支援に深く感謝を申し上げます。

◇夏秋イチゴ栽培事業の経過について

株式会社ストロベリーファームの夏秋イチゴ栽培事業は、これま

で取り組んだ販路開拓の堅調を受け、本年度は定植数を６，５００

株から１２，０００株に増やして生産体制を強化しました。その結

果、従来の夏秋イチゴ事業の標準以上の売上額となる見込みです。

パイロット事業の成果としては、販路は全国に拡大し現在の生産

量では追いつかない状態で、出荷単価も高水準を維持しています。

生産技術面では標準収量まで生産性が向上し、生産と販売の両面が

整ってきています。

会社からは、当初から目指していたパイロット事業の完成型に近

づいたことから、今後は生産ハウスの増設や遊休ハウスの有効活用

などを含めて、将来の展開策を検討したいと伺っています。

◇台湾国立師範大学附属高級中学との姉妹校交流について

１０月２４日、台湾国立師範大学附属高級中学と角館高等学校が

姉妹校交流を行いました。これは国際的な視点を持つ人材の育成を

目的とし、仙北市も両校と協力しながら実施しているもので、平成

２７年１０月に姉妹校締結を行い、その後、角館高等学校が海外へ

の修学旅行を開始したことから、本年初めて相互交流が実現しまし

た。

台湾から来日した師範大学附属高級中学の一行２５人は、角館高

等学校の生徒の研究発表や、英語での町案内を通して交流を行った

ほか、市内観光施設や農家民宿へも滞在しました。また１１月には
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角館高等学校の生徒７人が師範大学附属高級中学を訪問し、同時期

に訪問していた香港のナショナルスクールの生徒と、香港・台湾・

日本の３地域の文化や歴史について理解を深めるなど、グローバル

な活動を行ってきました。

◇姉妹湖締結３０周年記念について

１０月２７日、仙北市国際交流協会主催の田沢湖・澄清湖姉妹湖

締結３０周年記念祝賀会が開催されました。澄清湖を管理する台湾

自来水公司一行３２人に訪問をいただき、田沢湖クニマス未来館や

自来水公司から贈られた飲水思源像などを視察しました。一行が仙

北市を訪問するのは２５周年以来５年ぶりで、祝賀会には国際交流

協会初代会長の吉田淳二（よしだじゅんじ）さん、台北駐日経済文

化代表処副代表の郭仲熙（かくちゅうき）さんなど、交流活動にご

尽力をいただいた方々にもご参列をいただき、３０年間の長きにわ

たる交流の継続を互いに喜び合いました。また同日、姉妹湖締結時

にお力添えをいただいた外交評論家の加瀬英明（かせひであき）さ

んの記念講演も行われ、世界の潮流をご教示いただきました。

【農林部】

◇水稲の作柄状況・経営所得安定対策について

水稲の作柄状況については、１０月１５日現在の農林水産統計の

秋田県作況指数は９９の平年並みとなりましたが、本市を含む県南

の作況指数は、栽培時期の不順な天候に加え、２度に渡る豪雨災害

などの影響で、６年ぶりに平年並みを下回る９７のやや不良となり

ました。秋田おばこ農業協同組合の１１月２２日現在の仙北市産１

等米比率は９５．９％（昨年同期９７．２％）で、昨年同時期に比

べ１．３ ﾎﾟｲﾝﾄ低下しています。青未熟米と、胴割れ米の混入率が

高いことが低下の主な原因となっています。

なお、経営所得安定対策による米の直接支払交付金（今年度が最

終年度となる１０アール当たり７，５００円）は、１１月２０日に

１，１９５件の加入者に対し、１億７，９４３万７，５００円が国
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から直接農家に交付されました。また、水田活用の直接支払交付金

や産地交付金などの転作に係る交付金は、１２月末の交付が可能と

なるよう農業者から提出された書類等の確認作業を進めています。

平成３０年産からの米生産については、県から提示される生産の

目安をもとに算定し、１２月中には仙北市地域農業再生協議会総会

を開催して、各認定方針作成者に生産の目安を提示します。

◇畜産環境総合整備事業の進捗状況について

平成２８年度から進めてきた畜産環境総合整備事業（堆肥処理施

設の建設）は、１０月３１日に管理棟が完成し、１１月１０日に発

酵処理棟が完成しました。現在は外構工事を行っていて、１２月２

０日に施設の整備事業は完成します。１月からは試験運転を行い、

動作確認を十分に行います。車両機械の整備は２月末の完成予定で

す。その後、問題がなければ３月末に事業主体の秋田県農業公社か

ら、施設の引渡しを受けることで作業を進めています。農業関係者

からは、早期の堆肥利用の要望をいただいています。皆様のご期待

に応えるよう準備を進めます。

なお、試験運転に係る経費の所要額を補正予算に計上しています

ので、ご審議をよろしくお願いします。

◇林道災害の災害査定について

今年７月２２日から２３日に発生の豪雨災害で被災した市内林道

１２路線の災害査定は、１０月２３日から２日間にわたって行われ

ました。その結果、被害申請の延長５９２ｍに対し、１１ｍ減の５

８１ｍについて承認をいただきました（査定率９４．５９％）。

これを受け、補助災害復旧に係る工事費の追加、実施設計委託費、

及び８月発生の豪雨災害の復旧に必要な経費など、今回の補正予算

に計上しています。ご審議をよろしくお願いします。

◇国家戦略特区としての旅行業務取扱管理者確保事業について

９月３日、国内旅行業務取扱管理者試験が仙台市で行われ、仙北
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市農山村体験推進協議会の構成団体会員４人が合格しました。この

試験は政府から認定を受けた旅行業法の規制緩和事案です。申込み

をした者は８月に市内で開催された研修により実務試験の一部免除

が適用されています。

現在、同協議会では受入体制を構築し、旅行業の登録を行うとと

もに、地域資源を活用した「着地型旅行商品」の開発を早急に進め

たいと、試験の合格者を中心に協議を重ねています。

【建設部】

◇道路整備促進フォーラム開催について

１１月１０日、「国道４６号盛岡秋田道路整備促進フォーラム」

を仙北市で、また、１１月１３日には「地域高規格道路大曲・鷹巣

道路整備促進フォーラム」を北秋田市で開催しました。フォーラム

には秋田・岩手両県の行政、商工観光関係者、草峠地区期成同盟会

など多数の出席をいただき盛会とすることができました。

「国道４６号盛岡秋田道路整備促進フォーラム」では、秋田河川

国道事務所長の今野敬二（こんのけいじ）さん、岩手河川国道事務

所工務第二課長の佐々木稔（ささきみのる）さんによる情報提供、

角館町観光協会副理事長の後藤悦朗（ごとうえつろう）さんによる

「角館が魅了してやまない訳」と題した基調講演が行われました。

また、「地域高規格道路大曲・鷹巣道路整備促進フォーラム」で

は、能代河川国道事務所長の坂憲浩（さかのりひろ）さん、公益財

団法人日本交通公社観光地域研究部次長の吉澤清良（よしざわきよ

よし）さんによる基調講演、「つながる道路・つなげる観光資源に

ついて考える」をテーマとしたパネルディスカッションなどを行い、

地域高規格道路として両路線の早期整備を働きかけていくことを確

認しました。さらに１１月２０日と２１日には、東北地方整備局や

国土交通省、財務省、地元選出国会議員などへの要望活動を実施し

ました。

【医療局】
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◇市立角館総合病院の精神科について

角館総合病院では、「入院医療から地域生活中心へ」という精神

科医療の流れに基づき、新病院開院に合わせて病床数を５５床から

３６床に削減し、精神疾患はもとより、身体合併症を伴う救急患者

の受け入れや訪問看護の実施など、積極的に地域の精神科医療に取

り組んできました。

そうした中で、精神科常勤医師３人から、平成３０年３月末で全

員が退職したい旨の申し出がありました。もちろん慰留に努めてき

ましたが、退職の意思が固く説得は叶わない状況です。

このため、秋田大学精神科医局へ後任の常勤医師の派遣要請、首

都圏の複数の医療機関へも派遣要望を行い、医師確保に鋭意努力し

ているところです。しかし見通しは大変厳しいものがあります。

引き続き入院加療の必要な患者については、今後も常勤医師を確

保しなから、４月以降も病棟を存続したいと考えていますが、この

まま医師確保ができない場合、今から対応が必要です。特殊な要素

を抱える精神科は、常勤医師が全て交代すると患者の引継ぎが困難

となることから、各医療機関等と連携し転院等の対応も考えなけれ

ばなりません。なお、外来診療については、非常勤医師等により４

月以降も現在と変わらず診察を行う予定です。

市民の皆様にはご不便とご迷惑をおかけしないよう、また、皆様

の信頼にお応えできるよう、今後とも精神科医療の継続に最善の努

力を傾注します。

以上、主要事項並びに諸般の報告を申し上げました。本定例会

に提案している案件は、報告関係２件、専決関係１件、条例関係７

件、予算関係１３件、指定管理者関係５件、人事関係１件の計２９件で

す。

慎重審議の上、全議案についてご可決を賜りますようお願い申

し上げ、市政報告とします。


